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●募集人員 
普通科：90名(男女) 

●試験日・試験科目 
2月 1日(水) 寮宿泊体験 本人面接 
2月 2日(木) 筆記試験 保護者面接 
国際英語コース 英・数・国 

作文(日本語・英語)  
面接(日本語・英語) 

総合文理コース 英・数・国・作文・面接 
●試験科目・配点 
英語 50分 100点 
数学 50分 100点 
国語 50分 100点 
作文 30分 A・B・C 
合計 180分 300点 
●面接 
面接形式 生徒・保護者別個人面接 
面接時間 20分  面接の先生 2～3人 
質問内容 志望動機、併願校、クラブ活動、 

家庭環境、交友関係、趣味・特技、 
将来の志望、全寮制・キリスト教
教育についての理解 

●合格発表 2月 10日(金) 
 
 

広島三育学院高等学校はキリスト教教育を全
寮制共学という形で実践している。日本に３つの
系列中学校があり、中高一貫進学を基本としてい
るが、毎年高校からの入学も若干名受け入れてい
る。「三育（さんいく）」とは、一般に知育、徳育、
体育を指しているが、本校では、頭と心と体の調
和のとれた状態を本来の人間の姿であると捉え
ており、キリスト教教育に基づいた、教育を実践
している。 
心の教育は、まず畏敬の念を持つことから始

まる。神を畏れ、イエス・キリストを救い主と信
じ、人を愛する心を育成することを目指したプロ
グラムが用意されている。朝夕の寮での礼拝や週
3時間以上開講される聖書の授業、また、毎週土
曜日に全生徒教職員が出席して行われる安息日 
 

 
礼拝などを通してクリスチャンの価値観を学ん
でいる。奉仕活動も盛んであり、福祉施設訪問、
独居老人宅の草刈りなどのボランティアを行っ
ている。 
また、毎年、アジア諸国を自費で訪問し、学校

建築や井戸掘りなどの奉仕作業を行ってくる海
外ボランティア活動も伝統的な行事となってい
る。聖歌隊、吹奏楽団、ハンドベルなどの音楽活
動も盛んでありクリスマスシーズンには、毎年全
国各地でチャリティーコンサートなどの活動を
行っている。 
頭の教育は、与えられた能力を最大限に発達さ

せ、自ら思考し行動する能力を育成することを目
指している。特定の教科や大学受験科目のみに偏
らないバランスの取れたプログラムが用意され
ている。国内進学を主な進学先としている総合文
理コースと海外への直接留学を可能にする英語
力育成に重点を置いた国際英語コースの二つの
コースがある。英語と数学では習熟度別クラスを
導入し、生徒の実力に合わせたきめ細かな授業を
展開している。大型モニター等を駆使したインタ
ラクティブな授業ができるマルチメディア教室
も設置されるなど視聴覚教材も充実している。 
海外に系列校が多数あるという強みを生かし

て語学研修制度も充実しており、国際英語コース
は 2年次に約 5ヶ月間、ニュージーランドの姉妹
校に滞在して研修を行っている。また、総合文理
コースにも希望者には 1,2年次に約 8週間の海外
研修プログラムを行うことが可能となっている。 
体の教育は、与えられた身体を生涯にわたって

健康な状態に保ち、将来良き奉仕者となるのに必
要な正しい生活習慣を養うことを目指している。
寮生活は基本的生活習慣育成の場として大きな
意味を持っている。 
食事は 3食とも学校の食堂で提供され、穀菜食

を中心とした健康的なメニューが用意されてい
る。また、労作という授業があり、キャンパスの
草刈り、修理営繕、ペンキ塗り、調理助手など、
様々な体験ができるが、そのレベルは単なる勤労
体験学習の域を超えて実践的である。 

 (むげん塾：大谷) 

 
 
入試結果 
掲載せず。 

 
系列学校  
三育学院大学(看護学科) 
三育学院短期大学(英語コミュニケーション学科) 

海外系列大学への推薦制度 

大学指定校推薦 100校以上 
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